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※
日
本
民
族
の
原
点
も
、
研
究
す
る
た
め
、
旧
か
な

づ
か
ひ
を
、
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


ۭ
ʹ
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諸
国
家
に
分
断
さ
れ
た
、
今
の
地
球
に
て
、
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
、
〈
原
始
の
普

遍
信
仰
〉
が
、
あ
つ
た
や
う
で
す
。
そ
れ
を
主
張
し
出
し
た
の
は
、
日
本
人
。

年
か

1
9
9
8

ら
、
わ
た
く
し
が
親
し
く
、
お
つ
き
あ
ひ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
齋
藤
守
弘
先
生(

著
者
名
の

際
は
「
斎
藤
守
弘
」
も
・

～

)

で
す
。
地
球
全
体
に
比
較
す
れ
ば
、
戦
争

1
9
3
2

2
0
1
7

の
少
か
つ
た
、
日
本
列
島
。
神
道
お
よ
び
皇
統
の
連
続
性
が
、
信
奉
さ
れ
て
き
た
、
日
本
民
族
。

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
社
会
か
ら
、
こ
の
、
考
古
学
と
民
族
学
の
盲
点
に
、
氣
づ
き
や
す
か

つ
た
の
で
せ
う
。
各
種
遺
跡
の
保
存
。
神
社
仏
閣
の
保
存
。
『
日
本
書
紀
』
『
古
事
記
』
な
ど
、

文
献
の
保
存
。
明
治
以
降
、
欧
米
科
学
の
吸
収
。
こ
れ
ら
の
好
条
件
か
ら
、
齋
藤
守
弘
先
生
が
、

氣
づ
き
ま
し
た
。

齋
藤
守
弘
先
生
は
、
東
京
教
育
大
学(

現
・
筑
波
大
学)

に
て
、
物
理
学
を
、
修
め
ら
れ
ま

し
た
。
が
、
学
生
時
代
よ
り
、

や
異
星
人
、
各
種
超
常
現
象
に
、
関
心
強
く
、
そ
の
内

U
F
O

容
に
て
、
往
年
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
、
牽
引
す
る
存
在
と
、
な
つ
た
。
た
だ
し
、
当
初
よ
り
、「
古

文
献
に
み
る
、

や
異
星
人
ら
し
き
記
述
」
な
ど
、
太
古
史
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
強
か
つ

U
F
O

た
。
一
定
の
収
入
を
得
ら
れ
、
地
球
各
地
の
太
古
遺
跡
な
ど
を
、
自
由
に
見
て
ま
は
る
う
ち
、

は
た
と
氣
づ
い
た
。
そ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
に
、
わ
が
縄
文
遺
跡
と
の
、
共
通
性
が
あ
る
で
は
な
い

か
、
と
。

そ
こ
で
、
物
理
学
に
て
基
礎
づ
け
た
、
宇
宙
観
と
、
ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
人
氣
に
て
つ
ち

か
つ
た
、
必
ず
し
も
学
界
に
と
ら
は
れ
ぬ
、
民
衆
感
性
か
ら
も
、
太
古
地
球
人
の
心
性
に
つ
い

て
、
独
自
の
推
理
を
、
始
め
ら
れ
た
。
ご
関
心
の
方
向
が
、
超
常
現
象
か
ら
、
太
古
人
の
信
仰

に
、
変
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
方
向
の(

出
版
界
か
ら
は
、
イ
メ
ー
ジ
・
チ
ェ
ン
ジ
の)

著
作
が
、

年
講
談
社
文
庫
の
『
神
々
の
発
見
超
歴
史
学
ノ
ー
ト
』
で
す
。
こ
れ
以
降
、

1
9
9
7

神
奈
川
歴
史
研
究
会
そ
の
他
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
主
催
す
る
研
究
会
に
て
、
そ
の
都
度
、
た
と

へ
口
頭
説
明
を
聴
か
ぬ
と
も
、
独
立
し
て
理
解
で
き
る
レ
ジ
ュ
メ
を
、
て
い
ね
い
に
蓄
積
さ
れ

た
。
わ
た
く
し
は
、
齋
藤
先
生
の
「
追
つ
か
け
」
と
な
り
、
研
究
会
後
に
、
先
生
と
わ
た
く
し

の
ふ
た
り
の
み
で
、
話
し
込
む
こ
と
も
、
多
く
あ
り
ま
し
た
。
が
、
こ
の
齋
藤
守
弘
イ
メ
ー
ジ

・
チ
ェ
ン
ジ
の
出
版
続
行
は
、
実
現
せ
ず
、
永
眠
さ
れ
た
。
ご
家
族
の
無
念
も
、
お
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原始の普遍信仰について 1／6



こ
の
度
、
羽
仁

礼
氏
に
よ
る
、
優
れ
た
編
集
に
て
、
『
極

孔

神
仮
説
で
神
話
や
遺
跡
の
謎
が

き
ょ
く
こ
う
し
ん

解
け
る
超
常
現
象
研
究
家
・
斎
藤
守
弘
が
晩
年
に
取
り
組
ん
だ
古
代
史
研
究
の
集
大
成
！
』(

ヒ
カ
ル
ラ
ン

ド

年

月)
w

w
w

.honyaclub.com
/shop/g/g20606288

が
、
発
刊
さ
れ
た
。

2
0
2
2

5

原
始
地
球
人
＝
旧
石
器
時
代
と
新
石
器
時
代(

日
本
で
は
縄
文
時
代)

に
お
い
て
、
地
球(

と

く
に
北
半
球)
に
、
普
遍
存
在
し
た
、
信
仰
が
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
地
球
に
て
、
部
族
闘
争

や
、
民
族
闘
争
が
、
開
始
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
で
す
。
信
仰
場
面
の
中
心
は
、
夜
空
で
す
。
北

極
星
の
す
ぐ
ま
は
り
は
、
明
る
い
星
が
少
い
。
美
し
い
星
々
が
時
間
に
つ
れ
大
回
転
す
る
、
夜

空
に
て
、
北
極
の
孔
の
や
う
に
、
見
え
る
。

あ
な

人
間
は
、
祖
先
に
よ
る
世
界
認
識
が
、
子
孫
に
よ
る
世
界
認
識
に
、
伝
承
さ
れ
る
。
こ
の
事

実
が
、
肉
体
の
生
死
と
は
、
独
立
に
、
尊
重
さ
れ
た
。
の
で
、
す
で
に
原
始
地
球
人
に
お
い
て
、

「
魂
の
永
遠
の
輪
廻
」
と
い
ふ
信
仰
が
、
生
成
し
た
。
母
の
胎
内
か
ら
、
新
生
児
が
出
現
す
る
、

孔
が
、
原
始
地
球
人
に
お
い
て
、
先
の
、
北
極
の
孔
と
、
二
重
写
し
と
な
つ
た
。
あ
の
北
極
の

孔
の
向
う
に
、
大
地
の
人
間
の
肉
体
の
生
死
と
は
、
独
立
に
、
「
魂
の
生
死
」
に
関
係
す
る
、
宇

宙
の
胎
内
が
、
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
齋
藤
守
弘
先
生
は
、
信
仰
対
象
と
な
つ
た
、
北
極
の
孔
を
、
〈
極
孔
神
〉
と

命
名
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
神
で
あ
る
。

対
す
る
男
性
神
は
？

信
仰
場
面
の
中
心
は
、
夜
空
で
す
。
明
る
く
輝
き
、
そ
の
満
ち
欠
け

が
、
女
性
の
生
理
と
つ
な
が
る
、
月
。
満
月
→
新
月
→
三
日
月
に
て
、
と
く
に
、
原
始
地
球
人

が
、
生
命
再
生
の
象
徴
と
も
、
感
性
し
た
、
〈
三
日
月
〉
で
す
。
そ
の
か
た
ち
は
、
男
性
の
陽
物

に
も
似
る
。

第
三
の
信
仰
は
、
大
地
を
水
平
に
は
ふ
、
ヘ
ビ
で
す
。
直
立
二
足
歩
行
に
て
、
思
索
ま
で
す

る
、
人
間
は
、
背
骨
が
疲
れ
や
す
い
。
ヘ
ビ
の
あ
り
方
に
、
自
身
の
背
骨
修
正
の
あ
り
方
も
、

学
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
地
に
て
人
間
の
肉
体
の
死
後
、
そ
れ
と
は
独
立
に
、
死
者
の
魂
の
輪
廻
は
、
ど
う
な
る
か
。

大
地
か
ら
、
死
者
の
魂
を
、
〈
極
孔
神
〉
の
向
う(

「
魂
の
生
死
」
に
関
係
す
る
、
宇
宙
の
胎
内)

ま
で
、
運
ぶ
。
そ
の
役
を
す
る
、
〈
翼
あ
る
ヘ
ビ
〉
を
、
原
始
地
球
人
は
、
想
定
し
た
。
地
球

(

と
く
に
北
半
球)

に
、
普
遍
存
在
し
た
、
信
仰
で
あ
る
が
、
後
世
、
中
華
大
陸
に
て
は
、

龍
り
ゅ
う

信
仰
に
も
、
変
性
し
た
。


ۮ

以
上
の
仮
説
は
、
後
述
す
る
や
う
、
考
古
学
・
民
族
学
・
民
俗
学
・
文
献
学
な
ど
の
成
果
に
、

基
礎
づ
け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
が
、
学
界
の
専
門
家
た
ち
は
、
精
緻
な
史
資
料
群
に
も
、
と
ら
は

れ
、
原
始
地
球
人
の
心
性
に
同
化
し
て
ゆ
く
、
民
衆
感
性
。
夜
空
を
大
局
観
す
る
、
物
理
学
教

養
。
そ
れ
ら
が
、
不
足
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
文
学
の
究
極
課
題
は
、
〈
愛
と
死
〉
で
あ
る
。
さ
う
、
聴
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

〈
極
孔
神
〉
〈
三
日
月
〉
〈
翼
あ
る
ヘ
ビ
〉
と
い
ふ
、
〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
は
、
〈
愛
と
死
〉
課

原始の普遍信仰について 2／6
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題
に
、
直
結
し
て
ゐ
ま
す
。

齋
藤
先
生
は
、
縄
文
の
土
器
や
土
偶
に
あ
る
、
文
様
に
着
目
し
た
。
原
始
地
球
人
が
、
貴
重

そ
の
も
の
の
、
土
器
や
土
偶
に
、
お
そ
ら
く
、
い
の
ち
が
け
に
て
、
刻
み
込
ん
だ
、
そ
れ
ら
文

様
は
、
た
だ
の
装
飾
な
の
だ
ら
う
か
？

原
始
地
球
人
な
り
の
、
生
理
感
性
や
、
物
理
感
性
の
、

本
質
表
現
、
で
は
な
い
の
か
？

同
じ
文
様
が
、
地
球
各
地
の
遺
跡
に
も
、
実
在
す
る
。
原
始

地
球
人
に
、
普
遍
な
、
意
味
表
現
、
で
は
な
い
の
か
。
各
民
族
の
表
意
文
字
・
表
音
文
字
発
生

以
前
、
忘
れ
ら
れ
た
、
普
遍
表
意
の
、
亜
文
字
、
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
原
始
表
現
と
、
後
述

す
る
が
、
そ
の
意
味
解
説
は
、
今
日
な
ほ
、
わ
が
縄
文
遺
跡
と
、
わ
が
日
本
神
話
な
ど
に
お
い

て
こ
そ
、
特
別
に
、
保
存
状
態
が
良
い
。
そ
れ
を
記
念
し
、
齋
藤
先
生
は
、
こ
の
原
始
表
現
を
、

〈
縄
文
記
号
〉
と
、
命
名
さ
れ
た
。
狭
い
集
団
の
み
に
て
通
用
す
る
、
記
号
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
後
世
の
諸
民
族
を
も
超
え
た
、
普
遍
表
現
で
は
あ
る
が
、
諸
表
現
が
発
達
し
た
、
今
日
か

ら
観
れ
ば
、
原
始
地
球
人
に
特
殊
な
、
記
号
に
も
、
見
え
る
。

『
極
孔
神
仮
説
で
︙
』
を
読
ま
れ
る
と
、
よ
く
わ
か
る
が
、
〈
縄
文
記
号
〉
と
、
〈
原
始
の
普

遍
信
仰
〉
を
、
追
究
す
る
、
齋
藤
先
生
の
文
体
は
、
地
球
各
地
の
遺
跡
な
ど
へ
、
自
由
闊
達
に
、

飛
ぶ
。
老
い
て
な
ほ
、
好
奇
心
旺
盛
そ
の
も
の
の
、
わ
た
く
し
が
接
し
た
、
齋
藤
先
生
の
こ
こ

ろ
、
そ
の
ま
ま
で
す
。
た
だ
し
、
諸
学
か
ら
の
検
証
に
耐
へ
る
た
め
、
諸
証
拠
の
記
述
は
、
正

確
で
す
。

な
か
で
も
、
八
ヶ
岳
山
麓(

長
野
県
茅
野
市)

出
土
の
、
国
宝
縄
文
土
偶
〈
縄
文
ビ
ー
ナ
ス
〉

で
す
。
そ
の
美
し
い
土
偶
の
頭
部
に
、
〈
縄
文
記
号
〉
が
、
び
っ
し
り
あ
る
。
諸
証
拠
か
ら
、
長

年
か
け
て
、
つ
ち
か
は
れ
た
、
〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
仮
説
を
、
こ
れ
に
注
目
す
る
と
、
ま
と
め

て
説
明
で
き
る
、
最
重
要
証
拠
で
し
た
。
先
生
は
い
つ
も
、
〈
縄
文
ビ
ー
ナ
ス
〉
に
つ
い
て
、
そ

の
レ
プ
リ
カ
を
手
に
、
嬉
々
と
し
て
、
語
つ
て
を
ら
れ
た
。
〈
縄
文
ビ
ー
ナ
ス
〉
こ
そ
、
〈
極
孔

神
〉
の
具
象
化
で
あ
り
、
こ
の
土
偶
を
立
て
た
、
ま
は
り
に
、
各
地
か
ら
の
巫
女
候
補
が
参
集

す
る
、
縄
文
神
学
＝
〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
を
学
ぶ
、
当
時
の
最
高
学
府
が
、
あ
つ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
を
齋
藤
先
生
は
、
『
神
々
の
発
見
』

頁
に
、
「
縄
文
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
、
表

3
1
6

現
さ
れ
た
。
わ
た
く
し
ど
も
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
は
、
齋
藤
先
生
に
お
断
り
し
、
表
記
を
少
し

変
へ
、
〈

(

縄
文)

あ
か
で
み
ぃ
〉
と
、
命
名
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
〈
縄
文
記
号
〉

J
O
M
O
N

齋藤守弘先生直筆
〈縄文記号〉
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が
表
す
、
生
理
感
性
、
物
理
感
性
が
、
わ
が
父
・
山
田
俊
郎
が
発
明
し
た
、
〈

技
術
〉
の
本

と

し

を

T
Q

質
を
、
理
解
し
て
ゐ
る
。
さ
う
、
納
得
し
た
か
ら
で
す
。

齋
藤
守
弘
仮
説
に
、
注
目
す
る
。〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
を
、
再
認
識
す
る
。
原
始
地
球
人
の
、

〈
場
〉(
空
間
の
性
質)

や
、
陰
性
陽
性
へ
の
、
敏
感
性
を
、
復
興
す
る
。
一
万
年
以
上
の
、
平

ば

和
な
縄
文
時
代
を
、
再
認
識
す
る
。
今
後
、
諸
民
族
の
調
和
へ
、
仲
介
の
あ
り
方
も
、
創
造
す

る
。
ま
づ
、
日
本
民
族
の
野
性
の
復
興
と
し
て
、
〈
縄
文
る
ね
っ
さ
ん
す
〉
を
、
推
進
す
る
。
こ

の
あ
た
り
を
、
齋
藤
先
生
に
お
断
り
し
、〈

あ
か
で
み
ぃ
〉
と
し
て
、
始
め
ま
し
た
。

J
O
M
O
N

ݹ

ͱ
ࣾ
ࣉ

原
始
地
球
人
か
ら
は
、
後
世
日
本
の
、
古
墳
時
代
。
日
本
列
島
一
律
に
、
普
及
し
た
、
前
方

後
円
墳
。
ま
さ
に
、
円
と
四
辺
形
と
い
ふ
、
巨
大
形
状
そ
の
も
の
が
、
当
時
の
土
木
生
産
力
も

反
映
し
た
、
〈
縄
文
記
号
〉
で
は
な
い
の
か
。
水
田
稲
作
を
、
輸
入
し
た
、
弥
生
時
代
の
次
に
、

縄
文
神
学
＝
〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
を
、
復
興
さ
せ
、
日
本
皇
国
を
、
創
始
し
よ
う
と
し
た
、

宗
教
行
為
、
で
は
な
か
つ
た
の
か
。
こ
れ
が
、
齋
藤
先
生
の
、
推
理
で
す
。

さ
ら
に
後
世
の
、
社
寺
の
あ
り
方
が
、
齋
藤
推
理
の
、
始
り
で
し
た
。
と
く
に
、
拝
殿
の
方

角
設
定
。
由
緒
あ
る
社
寺
ほ
ど
、
参
拝
者
が
、
真
北
よ
り

度
ほ
ど
東
に(

と
き
に
は
、
西
に)
10

ず
れ
た
方
向
に
、
拝
礼
す
る
設
定
。
さ
し
あ
た
り
、
〈
聖
方
位
〉
と
命
名
し
た
。
ま
た
、
〈
聖
方

位
〉
の
社
寺
の
、
石
段
な
ど
に
、
〈
盃
状
穴
〉
を
見
か
け
る
こ
と
が
、
多
い
。
〈
盃
状
穴
〉
は
、

石
の
表
面
に
、
人
工
的
に
刻
ま
れ
た
、
真
円
の
小
さ
な
く
ぼ
み
。
の
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
証
拠
と
、

総
合
し
、
〈
極
孔
神
〉
方
向
に
、
拝
礼
す
る
設
定
。
〈
極
孔
神
〉
を
象
徴
す
る
、
石
へ
の
刻
印
。

さ
う
、
氣
づ
い
た
。
ま
た
、
神
社
の
屋
根
に
あ
る
、
千
木
の
か
た
ち
は
、
〈
縄
文
記
号
〉
そ
の
も

ち

ぎ

の
。
堅
魚
木(

屋
根
に
水
平
に
並
べ
た
棒)

の
数
は
、
〈
縄
文
神
聖
数
〉
に
、
し
た
が
ふ
。
齋
藤

か

つ

を

ぎ

先
生
は
、
〈
縄
文
記
号
〉
に
関
連
し
、
〈
縄
文
神
聖
数
〉
も
、
提
唱
さ
れ
た
。

と
も
か
く
、
日
本
民
族
に
と
り
、
現
代
な
ほ
、
あ
た
り
ま
へ
な
、
社
寺
の
あ
り
方
が
、
〈
原
始

の
普
遍
信
仰
〉
を
、
継
承
し
て
ゐ
た
！

ứ
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果
し
て
、
わ
が
『
日
本
書
紀
』
は
、
〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
を
、
継
承
し
て
ゐ
な
い
か
？

さ

う
い
ふ
、
強
い
関
心
か
ら
、
齋
藤
先
生
は
、
て
い
ね
い
に
、
読
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
た
と
へ
、

架
空
の
話
の
や
う
で
も
、
そ
の
背
景
に
、
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
、
後
世
に
伝
へ
た
い
、
切

実
な
こ
と
も
、
あ
つ
た
の
で
な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
表
現
が
、
な
ぜ
、
架
空
の
話
の
や
う
に
も
、

な
つ
た
か
。(

記
紀
神
話
を
、
た
だ
の
空
想
と
し
、
研
究
を
、
実
質
封
印
し
た
立
場
に
は
、
た
て

な
い
。)

『
古
事
記
』
の
は
う
が
、
文
学
性
あ
り
、
人
氣
も
あ
る
が
、
史
書
と
し
て
は
、
『
日
本
書
紀
』

の
は
う
が
、
厳
正
な
や
う
で
す
。
『
日
本
書
紀
』
の
編
集
立
場
に
、
不
満
な
勢
力
が
、
文
学
性
も

高
め
、
あ
る
種
の
訴
へ
を
し
た
の
が
、
『
古
事
記
』
で
は
な
い
か
。(

『
万
葉
集
』
も
、
さ
う
。)
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し
か
し
、
と
く
に
、
漢
字
の
選
定
は
、
『
日
本
書
紀
』
が
、
格
段
に
、
厳
正
な
や
う
で
す
。
奈

良
時
代
の
日
本
に
て
、
漢
字
の
起
源
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
優
秀
だ
つ
た
や
う
で
す
。
現
代
に

て
、
漢
字
の
起
源
を
、
明
ら
か
に
し
た
、
著
名
な
白
川

静
先
生
の
『
字
統
』
を
、
齋
藤
先
生
は
、

駆
使
し
た
。
漢
字
選
定
の
、
厳
正
さ
に
、
肉
迫
し
ま
し
た
。

結
論
。
い
は
ゆ
る
、
造
化
の
三
神
が
、
ず
ば
り
、〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
で
は
な
い
の
か
。『
日

本
書
紀
』
「
神
代
上
」
第
一
段
・
一
書
四
の
、

天

御
中

主

尊

が
、
〈
極
孔
神
〉
。
高
皇
産
靈

尊

あ
め
の

み

な

か

ぬ
し
の
み
こ
と

た

か

み

む
す
ひ
の
み
こ
と

が
、〈
三
日
月
〉
。
神
皇
産
靈

尊

が
、〈
翼
あ
る
ヘ
ビ
〉
。
こ
の
、
漢
字
選
定
が
、
三
者
の
内
容
を
、

か

む

み

む
す
ひ
の
み
こ
と

よ
く
、
表
意
し
て
ゐ
な
い
か
。

後
世
、
農
業
時
代
に
入
り
、
生
産
に
と
つ
て
の
重
要
性
か
ら
、
お
天
道
さ
ま
、
と
い
ふ
日
本

て
ん
た
う

語
も
、
成
立
し
た
。
し
か
し
、
大
地
に
立
つ
人
に
と
り
、
太
陽
は
、
東
か
ら
西
へ
、
動
く
。
な

の
で
、
道
と
い
ふ
字
も
、
入
る
。
夜
空
の
〈
極
孔
神
〉
の
や
う
、
不
動
存
在
で
は
な
い
の
で
す
。

す
な
は
ち
、
太
陽
は
、
天
御
中
主
尊
に
、
ふ
さ
は
し
い
の
で
は
な
い
。
天
御
中
主
尊
は
、
妙
見

信
仰
な
ど
に
、
継
承
さ
れ
た
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
た
、
夜
空
の
不
動
存
在
な
の
で
す
。

太
陽
信
仰
な
ら
、
そ
れ
が
昇
る
、
東
の
方
向
か
、
も
し
く
は
、
南
方
に
向
ひ
、
拝
礼
す
る
こ

と
が
、
自
然
。
齋
藤
先
生
が
、
『
極
孔
神
仮
説
で
︙
』

頁

に
て
、
重
大
指
摘
を
、
し
て
ゐ

1
8
7

ま
す
。
天

照

大

神

を
祀
る
、
伊
勢
神
宮
か
ら
し
て
、
〈
極
孔
神
〉
方
向
に
、
拝
礼
す
る
や
う
、

あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み

設
置
さ
れ
て
ゐ
る
！

さ
て
、
天
照
大
神
は
、
照
す
の
字
も
、
あ
る
の
で
、
て
つ
き
り
、
太
陽
神
と
、
想
ひ
込
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
地
球
各
地
に
あ
る
、
太
陽
神
は
、
そ
の
陽
性
の
性
格
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
、
男

性
神
。
「
女
性
神
の
、
太
陽
神
」
は
、
そ
も
そ
も
、
自
然
な
の
か
。
現
代
の
漢
字
理
解
と
、
漢
字

の
起
源
は
、
異
る
。
齋
藤
先
生
が
、
『
字
統
』
も
手
が
か
り
に
、
周
到
に
、
再
検
討
し
た
結
果
、

天
照
大
神
は
、
意
外
に
も
、
夜
間
に
、〈
極
孔
神
〉
に
祈
り
、
霊
降
し
を
す
る
、
巫
女
で
あ
つ
た
。

神
道
に
と
り
、
む
ろ
ん
、
重
要
存
在
だ
が
、
実
は
、
天
皇
家
の
祖
先
で
も
な
か
つ
た
。

「
天
皇
家
の
祖
先
た
る
、
女
性
の
太
陽
神
」
は
、
明
治
以
降
、
列
強
に
対
し
、
精
神
自
立
す

る
、
国
家
神
道
の
、
に
は
か
創
作
の
た
め
、
周
到
な
、
伝
統
理
解
が
、
不
足
し
て
ゐ
た
。

『
極
孔
神
仮
説
で
︙
』

～

頁
よ
り
、
齋
藤
発
言
を
、
直
接
、
聴
い
て
み
ま
せ
う
。

1
9
2

1
9
3

江
戸
幕
藩
体
制
を
脱
し
、
亡
国
の
危
機
の
中
で
近
代
的
統
一
国
家
日
本
を
確
立
す
る
た
め

に
、
こ
の
記
紀
神
話
に
基
づ
く
天
皇
制
の
徹
底
的
実
施
を
行
っ
た
の
は
や
む
を
得
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
天
皇
家
も
ま
た
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
。

天
皇
家
存
続
の
た
め
に
と
い
う
理
由
で
、
明
治
新
政
府
の
決
定
に
よ
り
、
本
当
の
祖
先
で

は
な
く
別
の
祖
先
を
崇
拝
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
の
だ
。
歴
史
的
に
正
し
い
天
皇
家
の
祖

先
は
縄
文
草
創
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
女
性
極
孔
神
と
対
偶
の
関
係
に
あ
る
男
性
高
皇
産
靈
尊

な
の
で
あ
る
。

歴
代
天
皇
家
に
お
い
て
、
天
皇
の
守
護
神
と
し
て
、
宮
中
八
神
殿
で
高
皇
産
靈
尊
を
連
綿

と
祭
祀
し
て
き
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
宮
中
祭
祀
八
神
に
天
照
大
神
は
含
ま
れ
て
い
な
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い
こ
と
だ
。

天
照
大
神
称
揚
の
背
景
に
、
卑
弥
呼
実
在
の
、
記
憶
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
わ
た
く
し
は
、

さ
う
と
も
、
想
ひ
ま
す
が
、
将
来
へ
の
、
研
究
課
題
で
す
。

国
家
神
道
と
い
ふ
言
論
を
、
よ
そ
に
、
宮
中
儀
式
の
口
伝
と
し
て
は
、
今
日
の
大
嘗
祭
ま
で
、

〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
の
、
継
承
で
あ
つ
た
！

こ
れ
が
、
齋
藤
守
弘
仮
説
で
す
。

天
皇
家
の
三
種
の
神
器
も
、
さ
う
、
で
す
。
〈
極
孔
神
〉
＝
鏡
。
〈
三
日
月
〉
＝
勾
玉
。
〈
翼
あ

ま
が
た
ま

る
ヘ
ビ
〉
＝

剣

。

つ
る
ぎ

ợ

ۙ
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原
始
の
母
系
制
社
会
か
ら
、
し
だ
い
に
、
父
系
性
社
会
に
、
移
行
し
、
転
化
し
た
。
そ
の
過

程
に
て
、
信
仰
な
い
し
神
話
も
、
変
性
し
た
。
あ
る
種
の
、
空
想
表
現
化
も
、
増
し
た
ら
う
。

各
民
族
の
神
話
の
、
そ
の
背
景
を
、
探
る
に
あ
た
り
、
〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
と
の
、
連
関
を
、

探
る
に
あ
た
り
、
注
意
す
べ
き
要
点
で
す
。

ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
、
旧
約
聖
書
冒
頭
に
て
、
ヘ
ビ
が
、
悪
者
扱
ひ
さ
れ
て
ゐ
る
。

残
念
な
が
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
、
〈
翼
あ
る
ヘ
ビ
〉
な
ど
、
〈
原
始
の
普
遍
信
仰
〉
に
対
す
る
、
否

定
の
上
に
成
立
し
た
と
い
ふ
、
証
拠
で
は
な
い
の
か
。

ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
も
、
背
景
と
し
た
、

世
紀
か
ら
の
、
人
間
社
会
近
代
化
。
そ
の

16

恩
恵
に
感
謝
し
つ
つ
、
わ
が
日
本
民
族
こ
そ
が
、
齋
藤
守
弘
仮
説
も
、
起
点
に
、〈
超
近
代
〉
へ
、

ご
恩
返
し
を
す
べ
し
。

そ
れ
は
、
素
朴
な
、
女
性
男
性
対
等
思
想
の
、
復
興
で
も
あ
ら
う
。
日
本
流
の
、
か
は
ゆ
い

民
衆
芸
術
に
、
本
格
想
念
も
、
注
入
で
き
る
で
せ
う
か
。

わ
た
く
し
ど
も
の
、
将
来
へ
の
理
念
は
、
〈
地
球
協
同
社
会
へ
〉
で
す
。

こ
の
際
、
地
球
に
て
、
部
族
闘
争
や
、
民
族
闘
争
が
、
開
始
さ
れ
る
以
前
、
〈
原
始
の
普
遍
信

仰
〉
が
、
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
仮
説
、
わ
が
日
本
民
族
こ
そ
、
そ
の
仮
説
を
、
検

証
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
指
摘
。
こ
の
、
齋
藤
守
弘
歴
史
観
、
も
し
く
は
超
歴
史

観
を
、
こ
の
二
十
数
年
の
わ
た
く
し
と
同
様
、
追
ひ
か
け
て
み
る
こ
と
は
、
有
益
で
は
な
い
で

せ
う
か
。

大
日
本
帝
国
の
敗
戦
か
ら
、

年
め
の
本
日
。
も
し
く
は
、
〈
終
戦
＝
あ
ら
ゆ
る
国
家
間
の
戦

77

争
の
終
り
〉
を
、
祈
り
た
い
日
に
。

令
和

年

月

日

4

8
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